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一年ぶりの近況報告です・・・2010 年 11 月 3 日 (№81)発行以来、大変ご無沙汰いたしました。 

 

 

 

 

 

2011 年 10 月 30 日 川崎沖縄芸能大会 於・川崎市教育文化会館 

川崎沖縄芸能大会、絃友会は二部幕開斉唱と本貫花・黒島口説の舞踊地謡に出演しました。 

主催の川崎沖縄芸能研究会は川崎市と神奈川県の無形民俗文化財として指定され、三線・筝・笛・太鼓・胡弓・舞

踊など 23 団体 400 名あまりの会員が在籍し研鑽を高めています。 

 

 

 

 

2011 年 11 月 19 日 かわさき人権フェア 於・川崎駅地下街アゼリア中央広場 

世界人権宣言が採択された１２月１０日を人権デーとし、法務省と全国人権擁護委員連合会は、この日を最終日と

する１週間を人権週間（１２月４日～１０日）としているそうです。 

川崎市は、基本的人権の尊重及び人権思想・意識の普及高揚を図ることを目的として「かわさき人権フェア」を開

催、絃友会も毎年参加させていただいています。 

難しいことはわかりませんが、毎年思うことは・・・私たちが笑顔で歌う・笑顔で踊る、それを観てくださる会場

の皆様が笑顔になる・・・笑顔のキャッチボール??? 人は誰しも苦しいとき辛いときがありますが、ほんの一瞬で

も笑顔になれたら何かが変わるかもしれません、たぶん・・・。 

 

名渡山兼一の言葉遊び・刊行 

名渡山先生が沖縄方言の本を刊行しました。 

私たち、沖縄の歌を学ぶものにとって必然な方言・・・言葉だけで

はなく、今では見られなくなった風景・今では使われなくなった道

具・・・それらは歌の中で生き続けています。 

歌の中に生きるウチナーグチや、名渡山先生の幼少の記憶・思わず

口にする言葉などが満載。 

やりかけていた事がたくさんあった名渡山先生が起動しました!!! 

 


